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３
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３
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。 る、負た いり出っ て

の

こ案為

、催行

が開担

車済通

リを用経、
う内

使支の

交示のな常

ー指

がと通

をた用出交

換し

能っ関

っと可な機

行こ

あい利

間らでてを
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、
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がな条もの交
に条

要もにか付の

必い
あがづらお件

での基わ

に

合 額収的

場 のて体

る
定て催

は 確し開

に の納
る 該 伴るれ
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のとてし、

内てもる料

囲れるい託

はるがも支
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距年１係

も行翌の。に

量が
在の

率離度のる

効

一。
不た
のっ
とあ

の試

分業

処農

、川

致上

を

そ間削た夫

続場

手験

ら
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生としり水

発る化取用

るて利い取

すし再扱の

い棄す矛施
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基せ不含 と １さ、も 果

一た済れ て はる経ま し

で
捨こ

土る
たす

れ理
離処

しで
搬能
運可
へが
場と
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所

のが利を工箇

梁る再
取すね、か

架、用兼後

るし詰

じ壊中

生りの
け

し

差ると

低す石

高をめ
ン利

整コ再

調設て

を既
めーる

たリす

るク用

す

理

距変管

土計場

捨設現

きを

びで率

及が費

離更
材な
資

営

をも道

価に海

単い北

がい

たわ工

っか繕

誤か

、い変な

のクの修はて

あに当な更い

基リが等

等トっ伴初いにも

礎ー

りが

の塊たい計もなの

にが、あ

解等。、画の

撤処ン比あそっ

体のコ

たに。

去分クべっれた

つのー実。伴

に費リ、

てを殻が運

いみト績い

の仕のめ変
現変や大搬

工書設鉄を

施様仮、更

期作路のべ

時が道板す

土さ施設も

や成を敷き

場てすをが

取れ工等の

採なこっっ

のいる行あ

方もとお。

土いとてた

替りるるこら

法のしり

と壁購隣

え壊こ擁の近
土あ

護をがを入に

とし
のる能強をる

岸す可補

同 施旧なす

部 工橋もる

局

当にがと離の

に梁のこ
っした川

たもあとれ河
所事

、様た、箇工

り同

ふブと

、トこ
護の。河

な

籠ク能

んッ可

とロが
、が

用りの

使あも

をが
るこあ

す

八

とブた

このっ

（
三とロ。

二

、算

合ず積

場ら事

しッ

漏し単

上更準

計変標

や

のしくく離

場更鉄き距

況解等加変

状、ず増も

ら撤産てっ

か体のしわ

るの

どあいこ

ながて、

示。、法

明たが工

のっ

残再

岸連道でに

が現に

処用

全ブに土利

の結内
する

積ッ購理す

面ロは

をク入

）

、し
が割
る小

いを
てク

河、



カキ

平 ンた算過

成 さクも設が上少

十 らリの計過記積

三 にーが委大の算

年 、トあ託とほと

九 コポっになかな

北 海

ま択て

そ大クが選し

オ
計ったすい

ホ のに土あ

事 量上た、るた

ウ 工 数

の

す の のし。コがも

と
べ 掘 算てン、

道 公 報

費もま

位る土積工る

エ

よが河処

り、川理ののた
あ用 に 上全改を安が、

る堤っ排 対 部量修すい

とを工

号外第

河

導こなての

指アイウ

、い川

事ほのいほは高

土整管人改

項場経盛場

備の敷備上力修

》整費

施工 工一き工

号

６
積

表を積大

価由過
３

－
な

基にと

の確算

」明算

準す

月 ンンたおっ、っ

十 クプ。いて歩て

四 リ車てい掛い

日

成ものも

ー投、るりる

が用

のと果の適の

ト入
入べのあや

投す品

金

法と刷た量

方き印っ数

曜

、ろ製算

はこや。の

日

削 出いク機が
一、本出

作っ

と 機 にたリ械あ

き

たのト業た

こ 械 当もー
す

つ、 りが構と。

ろ に
っ 積っ物べ

い誤 、あ造

。のと

はて 算た等き

て

りろ

費 掘 必取こ

工 、 の

し誤

土高 の壊、

削が 要

工事こ防た水 し

量い な

防 部費にとの。路 堤 下

し造設 は にのおと築新

区安い

分いてて土工

る量に 築 し陸、いの事

その削ががお 造 、上掘

足て れ

れ掘し、不い さ

作土削し、 る

ぞ削た掘

入 い

陸業をし、購 と

れ
上歩、た相

工事

はらにまとに

事部な事

てい

お別しおでしお

に

費て人いて

い途経いは

河

、上を、力た、

て計

水工の道

区し計排施も

整いし管、が内

画て上

のっ土

理るたをそあの

地の工上た砂

に整も施

るっ

い工がす部。を

伴

せ検る

拠うい

準よて

に
局必

部る
、すの

ず討も

め。
定る

であ
自が

独要

るり

当っ係誤

日誤にを

の費費大

り工経過

たて

定っ

入高算な

投ののと

よ力準い

に人基て

量い

用の

選入適も

り投のる

い方っ

す適をが

択を

に

土法て よ
バ 機 の、費 級 り 量は工

ク を 化り高 ッ 種 変取の

ウ 択 をす人 ホ 選 率壊い

適 る 慮ン作 を す 考コ力

し 、 たリの 用 が しク業

こー歩

て

及掛一土対火 う

とト掛

工灰 量

びり部をに山 土

適堤圧費に の

水をは転

る 化

の用防しのよ 変

中

築造い仮 率

掘すの築高
考

作き造す残設 を

削べ

と処路 慮

業も土る土道

掛が流、理を し

歩のに

量上 い

りあ用掘の計 て

た、しがし な

をっし削

こ機削

耕にあるは掘
適

る

道またと械す

作含っ

をてし工こ

路れ。と施

成るいすと

造いてとと

るもがき、

すにるべし

とかそこ量

こか、と土

しら埋、現

とわのろを

こ
と

る
い

て

てず戻全況

あ

の
そ
、
で
の
る
あ
が
ろ

て、た

がしりっ

る用誤
ポがるで

エ

コい積。

、

あ

計

ン 上ま未河

る

、上改ダに

プ のた計川

も

バ

らにを 級た

か量り い

過ッのり用

、よ適 も

、

導らら整は

指アイウ
員路現

事道ず道交理道

を量を整場

項路、路通

用。残た過て い

》整必

のめとる

しり土剰い た

、

い残容、なが

ては

っ設

近のかいあ仮

カキ

つて上 くが

。の

のあ月、は記た費

、の

を河

い、し量の
河っ１

費水

が要つ工川

る必に

の上増

イウエオ

、のい

川

ほ適が漁の河を河

を

改るの

場用あ港も川す

理
の
定
決

整すっ局の

。

事堆時た

導削っ

指ア

修ンも

に 》舎び

項肥及

が場も工プか

よ のほの

ラわ

約 あ整の事トか

り

っ備がに

たにあおッら

てが、 先 。よっいクず
の 流 排。、走こ に るた

費 こ
路削す経 す 水掘行

未 と
改をにが と

の土る

備要通の置備内

修河は

な事流

工と行あか工に

るて一けにれ

事なしる

いむ

お防い般れお込

に

車路なて水

い寒る道ば

防

、生両へら、を

て養

入い工ぐ

コ費や出な施

ク未行りが箇土

ンが歩

こがう

リ計者す、所の

ー上等る

務かり

川た日月労ほ取

に降日費、扱

敷。以１
ら増掛が

堆にかの歩い

単切

す札３額や適

積入

正価で

るす月補

こる
ます適い

と工日をのな

及の

しででる用も

と事

環
い工期とび

て、のこ

工と境

備べた部が修こ

良っ事と保

工き。改あ

工

のこ工たにさ全

事と

のいて事

法ろ事。おれ
るお

仕誤陸ていに

面、
げて部河がい

上っ上、

の管未、

に工分川、て
上道

いの埋理計魚

お費

工し
設戻
新埋

て安戻用

て復
い往

お２
にの
事時

びと
及き
削べ

掘す
、と

事の盤上 て
工川地計 し

おに悪も る
に外がの い

て搬たが 、
い運いの が

既る、っ ー
、すめあ ホ

排と砂。 の
設こ敷た ス

九

路し等 料
水と利 賃

（
三 のての 及

三

のの工の川や

流い仮 び

中水

擁も通事経の排

ト

をにがと用

壁の行等費

ポ

施あ規お未なの

のが

て上橋ン

工っ制い計る

期。なはの台プ

時たし
交のそ経

がが、もやの
護が

冷行通がの費

寒ら

に工全っ岸必

期う安あ

期間と数

な事対たを要

当全れの

がががさ量

る

年期い出

こ該工て算

、

の２がり

土度のる誤

の

月の未必

移３分、や

を

１計要

動
さ
るま超の費

せ日を上経

費のるの未

経でえもの

に路も取

、いし道のを
が付

場土おにのり

現盛
状面て利あけ

の法い砂

転敷たた

況仕、をっる

場河

らげ圧く。め

か上

は等

土歩等合床

切の費

砂掘

面り必、を

法掛が

埋こ

仕適な利削

荒を要

用復
使往
に１

し、
戻ろ

ク費
ッ経

バの
るみ

すの
の上
ウ計

ホを

）

路 う
をが道 の

水る設 土
切用必 経
め使が の

締、

や策。施で

、
り費す要

事かする

に工上工あ

る

場交場、

か現らるが

も

期屋が計

わか通合未

か

に工っの

未間外あ上

が

っに。の

上あ事たも

計

用とのし

、

もてつが

の

てろ料そ

げしこ材、

上
た未は土

歩い、費の

の

搬た
運し

りも計割を

掛

掘あ
、が

をの
費も



も各

補るすあに

エオカ

た定か種

正各場べっ国

にで。公か工

を種合き

に

て事はあ園わ事

し工
いに、るのら

北 海

道率

がと共算定費

イウ

した路に

、な衛通定し

設設、こ新補

誤っ生仮

てい備費按と設正

って
、る工や分か工率

道 公 報

各築

杭工関諸導建

指ア

費項種・

打ますす経事

こ費の》工電

ちたるる

・

な農と用取事気

機、
ど道とがりに

号外第

た各現

るべ必るや

キク

で種め種場

仮きま要各

あ、あ工に工ま

排でた

の

路る仮る事は事で

水
がが排がに足に

号

オカ

平い
成治る排
十山が水
三工、路
年事伐整
九

るお現に歩ずお

に木備

工現て

もい場も道、い

、理か事場、

のて管か

理設

あ工費わに管建

が

をずい費工

っ期率らお

の

。冬２、て率事

たが
の計工補イ

期％未、の
が経ー

象範上期正メ

対

を

間内も設費ジ

期囲な

、に加

そも事諸すら事

費こ過お算

れのに経る

あいはと大いで

ぞがお

る

のって、と積てき

れ

と施こ

額た、両さ算、

事てな工と

に。当工れ

さ

応工をいっ地と

対該

がいがれ

す事合るて域

率別せ、る市て

るがわ

扱お土
に件たそも街い

事て要いい木

を工し必

、事

用にいでがて工

使

がる切建の

とおるあ適

算

てて、にで築合

しい

かい電額

い、現もな・

に右内かも気に

る左場
ら土応

も両のわの・対
る

かに岸ず木す

か岸対

、お場お輸
わあに、の

必路こいをい送

必、水

係

で要ののて必てに

要

と重る

あ以高経、要、

が造す量費

り上さ費構

大既未物るが用

、にが

を

こ
のき設計をが

計

工こ以上

仮な排上施、

路もすの上す

排も水の

路とよのる経のる

水の
のなりがに費建こ

月お、工

十い抜事

四て根に

日

、

腹そて

山びい

、及お

崩を本

のれ

金

を理路

壊処水

曜

止る施

防すを

日

での計がア

す経工

補や変未ッ

期に上を

月正冬更計プ
もる

日る対よの図

１す
らと期冬のた

かこ象り

の対あの

３が間期がめ

き算象っ経

月で
を間。と

日る定期た費

っまて

で、誤にし

まが

が

よで全れの地る

）こ

れあ場、

っ発体ぞがの

算し事のっ合市

て注工

。、地

定た費工たは街

て事対費現で

し工に事
す対管な

いの応に場は
費に

こ接る応理い

る近

か事定る率も

と工所す
率にびか

らでの率及か

併に

らる移未合率
、あ

、台す上工基

ず橋動計
場もとい

そ基るの事づ
て算

経に合のして

の礎
が鋼もあ発定

費、にが
解たする

未管分っ注す
諸と

上を・。るこ

計杭

費さ

も打立経と

の杭組

っ低あ当が設と
の機及

さ

面ていった未機と

断

上をれ

はいたたり計械

、高の使て

、ため。、

する

設ポさも用い

既。

がるが

のン２の

水等以あ場、

本プ

路に上っ合

る部。はブ

断よのたに

水の分ド

と揚分、ル

面

め未た

たがる

る費す
同

、

面のは

斜上に

、計め
あ排

をが設

林の既

のも
る。の

すた路

開っ水

伐

もがイ

にのたた、

こ水

がたー

た正のっメ

ま補

７

がを

断当は営摘段

経指
馬厳

歩か該整管事競と

に》事し

道し請合理項

ら

過るによ共わ

担求が

めって仮ず

大たよっ通

算、て算設、

積

事ア

いるる務討

イウ検

種囲項ス

る農限も各範

短が工等》フ

に道りの

輸算て

がにびのれ
も改

にはる

っり送定い

あよ

－
６

。、

た施

了

場て引こ導完

４指ア
項地し

所い渡れ事事草

の処》整た

をたしら務

・ザ

程の作解ー
定た場

立や

と費を組ー

度経業

すがす
算事橋

補て管明積討
検

費に内項梁

正いし理確

もし率す容》架

をるか

てす

し理

と処

とを
行 整

ッ項場

ア事ほ

ジ討
検

中保すと係業い

や プ》

事つ況

心」るれるに状

項とい項いに

線条こて
い、っ

のでがなてな

等

い

イ、きこ勝て

ペはで

ンると馬

間ら票。 トそ期か投る

、こ収 装かは、券 塗の

の入 はし
、が

に明ル

か良かあ事がァ

事期にお確ト

か工いる

な装

ら等間もいと舗

わ

すか、っ路

ずのとかて

、

名いの

こ下るわ２て面

負とずのな塗

の請こら

も工

続人と、工い装

手

れの監の事

き選さそ事

場
行通て理督がや

を定

ま態改合

めめ所実理備
工建

い請でを良、

て、
が契送慮事築

る負輸考
て、お事

、約ししに主
て検

設間工適いの

架期
事終請な、査

工が事切
者負肥び

に了負請堆及

を設
手てに契舎検

着し

工補よ検工

っの、のる

に

いあ期正う討事

てが

象討べお

るっの対検す

、。間かすきい

がた中
除必の、

工日らるもて

すが部

の冬外要上

事は
こるの

部対るあ橋

一期

工

経備
、期と。製

は象

て

でい

上お

計に

を事

費

象

未対

、期

が冬

る、

き

約ど １乙年契な

上期

計

のと

年意る項減 ３故す条の

にはと内に 毎又」の少

施
大れにり 実重さ容よ

過いい販 し
なてつ、

検額政 い
失るて売農 て

、 。
よ、討が部 る
にが

知い由員あ道

り塗す減

たの

な書るなをっ路

わ

、を定。区

い」がど指
て線

使お当確し画

でに
して工しい

用い該認
でいがイ

て、事てるラ

各引

る形はな、ン

い手

い も期
をのの工

の間日も々）

大が工事

がは

に新済

すい引約を査
あ

の

まにしつ築証

るる渡
か行てて交

でもをいし

討るを

間かっ検い付

の

け

製らいすが受

、わて
、も必建て

作ずるる、

が基用

負発の要築使

請

る

の者ああ準す

者注が

は

工間が作
工のっる法

っと当

の入切、

期に適

事

日いえ工

間て考該

中

たる先

でいれに

まなら

別

成、とち

完めこ立

に

の、発

る事ら途

す工か

が

がた

のま

もに

の間
こ

を

。期

た工

っる

あ

一設

〇

し
定

（
三、

四

し馬 事
生装る少競 工

現

約
た工要経事 契
じ施必

間あが所 書
場期が営務

、。

のはとる一）

合

にっ監お

っ日幅あ事に

員て

。内越た督い

た以
い職横

でての、

のえ。

こはと

場指た。でこ

き

か工さ

保にと、と

で示
、がて

さりら事れ

管よ

を部のし

と一こ注
れ、

い渡

件、扱引

条は取、

し場をし

に現

）

の
率
費

理
管

場



イ

平 企要

成 公業が

十 益会あ

三 法計る

年 人の。

九 の基

北 海

つ

てなた討てに

ウ検ア
時るい

い職い。事臨い

の合》技もて

な員場項
職が討

も自に術の検

い
の家限

道 公 報

－
８

職

導旧め

イウ３指アイ
事員務

パ行そ事災工職

》復にがに

ー政の項害

念

ナ故旧着行専

ソ事他

ルの工手政

号外第

－
８

事自

万摘っ導

２指指ア

項舎。項動

円火事校た
災気

上・》火》大

以災

損難が捕

の盗

号

－
８８

項

他公事公

の摘

そ１指
に 項の

車 事車》
用 の用

よ 交

月 会準

十 計を

四 は準

日

益る
公い

則て
原し

、用

金

人の
法も

曜

計あ
会が

日

っる

が用り員あす
基る

っを前、た必

あ車事に

認用でが

た公承任の要

定業る

のが決、あ

。務
とに量

め要書務。

た必

場

用れ載職

使さ記や

に

し運す

るいれの

すてさ

義

ン生に、営る

コ発事

管い用必務

ピやお費上
全と免

ー理ての要の

ュ

承

等疵災額認除

タ瑕、

よの道ら認

をに害をめ
でる得

失り発費れを

亡

け

て賠原支団な

し、生

い償因出体

が川亡生装

害旭・発集
盗

じ木、の

生土失し置

所費事

い業繕難

て現修

発

の稚とが

も、用件

る
木１し

あ土て生

が内し

故

交 事

る 通

た現件、

っ 繕
修

、
し

生
発

が
故

事
通

切
っ適

則、
にで

準の

費

行
るを
す導
理指
処な

て

実

れ検
さう
とよ
とう
こ

、務等

とが職態

こるた
案

原前は勘

、事とを

は
をるて

と認なし

則承異
事

禁て務従

て得用、

し
いるる

さなよす

止いに

金及し等れ

、も出職

れ

い事な

もをびてのば

る

な

が出因る務ら

の支原

てにの従い

あし者もに
あす、

たい係が事が

っ

場う

も検っるこ

。るる

にた

がを。合し

の討た

た行、続

っ分は手

あ十

害

。業、被

所

が

上生 万 、

じ 川

て 支

の

十支も

、をる

庁円い

支しが

勝出
高た

、い歳っ

庁て千あ

し
と

等
金

償
賠

、
用

警る

る
いす
て討

に
件

１
、
て

、
業大

２１
第

、
が必
る

営地地産農

度道土土生
良盤生

抽土改改基業

を

務

し改事法の産

出地良

あ命内

むがをの

やの張

３
得っじ容

を
監

政度

査対農実平監農年

の部事

の象政施成査

実部部期

あが
施局及間年方か業

じれ

にから

ずら取

。わ
復

て事事営事事事

こし
と

の

し位業業農業業業

う

評よ効

た置計計計のに

学

察も等。
こづ画画画

さ

２
）あ）

部が校

本の

監道て底土わら

れ徹行
事

営査営いが地れに

道

良お業

土の土る求改て

、ら事り完

地主地かめ

、
き

つ
改眼改

第 別

１１ 記

対

土のの

営査査

道監監

、良業整の

改要象

地概

は下、択

書事と以備選

監の開的

面業

を要」を大

査概法発拡
こら

ういるさ

行と図、

も）をは

と。とに

とう

ら実
、基的業

にに目農

地

要各月制施

概び３法
７概及

庁らの区

支か度
成

業まに平

農月要び

の
振でつ

興い

果

リ前
ア以
ヒ度

部て年

制整が

とけののの価り

更定度備発

を、決変策

政手手ははさ現

踏行定

れ

え監続続適適れさ

ま

に施て

、査はは切切た

正行運設い

道的適適に

点ににわ用のる

営視正

。

地に行行れさ利か

土

いて、

改立わわてれ用

てててるい管

良っれれ

平後

良良事れ業、了
事

が。、成の

事事業たは

も

業業

のの成公

を事度を

執執果共年の
ら象

状に上業か対

行行

にして中はと

況関げの

るは事た

つ、いで、し
実後

て議か早業事

い道

状
行

執
の
業
事
良

会なく

必づと構

監
る

す
関
に
況

農改

に実、の

要きし造

現れのに

じさ業善

応施
性る

調土産す

地る生資

査地

一 をやのも

一

っに上と

行水向の

（
三 た関、さ

五

を業
グ事
ンの

。す農れ

もの
と区

と地
う了

行完
庁無

支、
各ら
、か

に中

は

業、いいかる理

に作

かか。十

の次るる。か

状をな

行点。。分

執の

あ

つにで

に眼の

況主も

た。

、しか

て証る

い検

価

にどか施評
監

期。
定

導

い議、のの

おのら中
に

、が業の入

て論事も
い

業り画対つ

事あ計を
も

画監にとて

計、時象
討

変委いる検

の査おす
始

手に経評が

更員て再

い
つ

に
果
結

査

続対済価

て

）

。

業生る

事総い

る業て

いに
お為

農増
、の

で産

て

点
重

の
査

成程
平区

、地

果導ら

がし効がめ
項
事

測さて

正もの入れ

適て

が、る

行査定れい

に監

。

わの



成施な概さ

の作業ば成

業況し行ら要れ

技事現

い

的の、、のなのて

術

と成る

助施事公基い作

ななさに状

言行業告と

の申の

北 海

事てこ事報

農がっ算情

地と業くの業の

事土地

供

説改一のるた費提

前

、地を

明良体施。めや

業なを事元行

の事と行

取

道 公 報

３１
第

、の務監事題

施連事問
計》

は計事委査業点

道
のを規結画

、画務任の

や及決

業変処則果の

事
行、す北び定

施更理

号外第

平る道道な

うといに

２

営たて。が営る

国まし

事、取処土が

成

す改そ

年 業農扱理地、

ほ公れる良の

度 の村わ

か園て事事一

に

号

こき事
づ

平の、業

成事か実
十業つ施
三は、の
年、そ目
九

請基どるれは況

農の標

あ

扱に本のもて、に

取

る門る

い当計手のい専

を、。的が

がた画続で

立て費経そ知、

確っ、

後を術

さは用ての識技

申概庁支必的

れ、の支

と言

い請算長庁要助

て

事提がすに

な者、に長

負っ

、業出作る関

いが

て討の担て

扱はっ検業

る

が多効す事割い

い、

際説をが

明額用る前合

で投長に明示、

確のが

等な催

な資期は会す開

そ及整にど記

いとに、
水い受の

れぶ備お、録
農成

伴と準て益作

にこ

申工る海改手

うかを、

と事意に

請事こ道善続

決い

受完と務見つ

のの
が規

、公る裁て

理了な

の受国に

業、、程

事告
補、

否者のり

適益へよ

務業方

お

定ら助支

決か

る 、集るは、

け にやい

の施国に

道 国会。、法

助の補づ

事 補設の基

営

業備事一

の 事整助く

業

しどとの

業 とな業連

事

行にて続

総 て法し手

費
は うは、は

額

月用者や

十地の事

四の一業

日

国

条用、

境費は

環部量

を担が

件負

金

備よ地

整に土

曜

るて良

すっ改

日

る

受のし成こす

も行長

果けるか取

益効なすと

業、い

域なれ事ら扱

地

確

定をな計支が

をどば
載なはの立

め記ら画庁

こ術れ

事しい、技さ

、
の、れ的て

業たが
の準言な

目計こに助い

家な

やの概拠のい

的画

益、の庁等ど

受らど支

度、整関

者申程ががに
水る

担者と受備す

負請
、す益

か家を扱

さ受る農準取
択が

に農がや選い

ら益
造又要用す明

は家重費

ポ担たで

成はな負る確

金庁

れ町イ予めな

さ市

業担付が

事分交長

、の
にこ

画徴請う

計金申行

定造すと

決、関と

の収
務て

公財事れ

、成るさ

覧管外る

縦の以い

告産

自

、 都直補、
、理は。

事

外 府規金治

法 道接助
と 業 営さ関務 事 県定に
置 含 業てる位 を 事れす
け 、 団な令づ め 、い法

体いの

営事規ら

事業制れ

が、受い 円

業はをて 億

に

あと画

でこ計

のう期
とて

と則い

こ原お

るが
受てて

、れめ

らさ定

か

国

家。、

農るり

益いお

はなと

施概要しも。

の

事れ作

地」、けに

行要

２

域を

問

専専っ業点変事

た事題

計

業門門て計》更業

事

、の対画

計技技は画の

。

た村ン定にい
画術術

設等とに要

施長ト者必

が）な概な

事率計助計

記善効的

改
の見前化画言画

専載意

概

技な》説にのをの

門

支

工に、

術い明資概行

実一長

のる庁

事至

。委林る調

をつる農い

業すて嘱水が査

事有い

省有告

計るのの産、報

な

あ法ける と

画技調趣

てと

。事こ っ

る外る。

業

、をない専

場画どるな

業に主定ども門

事事合

術

計施は要めのの技

業
ら

申自
画行、工た法な

基行

にが

請
ののの

画画も

計計る
係

に者者調変象を

概概で

手件更

はにの査更要変

い告象続がし

、つ報対

確う

定て書項に明よ

法

、をいでと

要、は目つ

る

を資事的てなす

件有
れ者計にと

漏格業確い

くのを示は

なへ画指き

はす要う要
記委決す、

確

のの、るに場の

者も

のいの認

調が受もつ合

報っ農でて取は

査あ益

、い切

告た家あは扱適

にとこ申にに

書。等る
か者いう

はのと請つ行

話らがてこ

、対
取便検。

農を、簡もと

に

の術査旨が資書
家通

、術者記

決者をは技格

に、嘱事的が載

定に委

言なれ

当事し業助少漏

の報画といが

た業、計

とる

て必告にしこあ

っ
性のい定か

は要書つて
客た、

農や提てめら

、
地術を観支

用技出

にの事事手ど者
あ委

記申計計業続がの

画経っ嘱

載請画画計を

概工をなたが

漏がの、

がっ要事作け。適

れあ

しばで

あた」の成れ切

き準定、なな

るとに予
し期告な

は拠時公らい

、施覧が

支て、縦い

、

記はの

ににこ

要要、

庁

漏載

載、記
も

あのい

が業な

れ事の
記っ

をあ
」が

果の

る効

すをすこ庁

載嘱定る支

こ大上。が

る拡ると長

要ら

。る重あ

とすで、

討のめ

検もじ

うなか

よ

の

必る後

るあ更

すで変

い作す

負じ扱に討

要か

明で必

の事を成る

担て
にるが

当制確き要

妥業
る法る

」のす方あ

性度
をう検

記解よを。

を理

る

なめ討す

し求検討

載

的専庁

れ事ると

け、す

員

改可け評門職

の的受
性そを術を

良能、価技
る委て

開、れ得者充

、

い

、済基た嘱て

発経に
、きの要る

保性づめの
の」の

な農判も領も

全

あ

に負すでにが

ど家断
のこ委るっ

関担る、よ

業の供事

長事設に、

す

目理、計

、の管し業

が
、法害に

請的方利画

申
容施、関

内
審地業人業

を行事係事

しのの異効

査域費にの

況額申」

、現総議果

な
し。
載た

適、、出が

な
ら
な

ば
れ

け

一い

二

、
が

（
三市

六

る委計

あ、業

がら事

町

業必と

当概

にの

。嘱画 、

ら円がに

なの要も

ば

、。術

い化る技

な滑あ

と。

る妥と嘱こた

、
が

さ

門性さ手と

専当との
て

知どてはれ

的なれ続

載

」事事の記

識にい、

れ

決のの会さ

と業業機
い

し般果与て

定一効を

た計なえ

）

に
請
申

の
長

村



村定に当

平 のめしも変事し

成 酪てかか更業、

十 農いしか担計計

三 肉る、わ当画画

年 用。新ら部のの

九 牛しず門樹変

北 海

変変し変変業

るに了事

合る更更て更更費

場よ

画効

に特手手い計計、

ものに果

は例続続る画

遅、の内は等

、条がは

地例

道 公 報

要も同計らし

画議じか

件の意画同か

道第
に

をで徴変意し お

徴地

い号示あ集更を、

務続す方

て農しり事手

は政た、

号外第

要水置まが

な重貯措の

続方な、にたあ

こ手一

。

よが、部放係、る

の

、もれ

う求変分流るこ

らのは取のと

にめ更と

計

号

たる

をれ経す

要さを手

しるでと

成い上こ

作て
市同変な

、。、と

月 生い、の立更

十 産酪変体業業

四 近農更制務務

日

画十、、

代肉計がはは
庁事

計牛の分支工

化用

等産容なのの

画生内で

金

代検理工

を近のい管施

も

曜

に計が又管

と化討課、

日

事が容、を
、画十は理

よし前あの事定

方に延

る

治らてにっ検業め

自

が画こ

法ない行た討計

れべ十とと

第けるう。

ばき分同に

なにっ のなもで様な 条
らの

なでい、て

がる業り よいあ事お に

ののる自
委、がの、 る

のに取一事治

、部も法

長

がの

道通で基扱つ務法

がしあ改

営知、づいと

林変確てる正

土）農く

改定水更立、がに

地を

こり

良め産手さ受、よ

て農の、

事支省続れ益

定のい家事補

業庁がと

画にめ関なに務助

計長

、は

変通た係い計を執

別

画れ法、水
、

変お要主導事に

のて定

及費農

更り件要水業、

相、事びで林

は、は工

水

、

行画水又産

受当施計排

が

者労に、のは省

益な

時

負とる管期の補

の力係

び項事

担時地理及事助

計。

町意更る
に間域す

れ決

とらを

長得画

村が
行合、

を場し

議た定

協

覧

受、縦

、は告

いに公

乳が分計に

農更を

益変

の定行課た

牛策に画当

育れれ置耕

飼さわにる

数目いれ課

頭、てか地

標数いいは

目標なて又

飼がの調地

、値もる耕

生更あ計張

料変が査出

託こ、目酪
産さっ画所

約し更、等 契う変的農

あ取続業係 、た手事に

いい終一事 る扱をのる

同確る計の はがえ般業

第さに、般 法立前画一

れ、主計

て既要画

補が画市行
条いに工で

度

取し助明変町制

更知

にのにが

扱て事確更村

領るのさ概依廃

要い業

をしさ

」が重れ要頼止

、要て

しい、

平こない示てれ

は更い３る市

成れ変な

のの村

年、報。分も町
ら

月庁要２がか

３本告
へ件以あ

量係の

影をそべ水に業

す他施並る重

響要のき

のな

与る重設びも要

を

な種干と変

え仕要のに

報

場み部類ばな更

る組

び時て告

合と分並つっ

あっ変に及い要

がなの

洪。と

るて更そびる件

とるさ管水し

こいとの

っ

家計行

か。れ理時て

作、

のを後

分案た

３画
か、計

上し更

以成変

２

定

意技確

同門を

ら専画

部の

すの、

徴者し

を術

が当

画て。門担

計れた

をる担と

等い

た意営

支会反にっ善
改

土しる。見農

庁、映す
営と画

受地たこ》計

、

事計、

のな工事は
益改

い
２完、町

の。が画市

整概し画営農

にとの計

農け備要かと農家

営お

討担

計る水、しし検負

画導準土、て

全のた力

日のと上っ協

家得

け前く農。を

付事

３

計協同

問

計行る農点営

にあ営題

更更画わ。計》農

変変
変るの画

手計のれ画計

方おめ

らてのに定

続画

でるも

慎り法けた

、お

重、

よ受た

一い善事るえ

改
とのう益取

方状意ほ業

に》ん重検農扱

、況見

調工

査あど要討家い

調

と告着

と報に

こ査事

る
画含欠

っ計がが

な定携

は

る変れせ

いのまか

て

地

代区計さ、

者良農と

農

、）をて域

表等画れ

の

業一確る業

農が的い

開

係と策、展

関体にが

目

関っし似の

機な定類

た、の

町農営織で

市営経組標

織伴

は入を地記体組を

事的がう

、作決利載系

す区項につほ

事物定用

計作る分や作く場

業、

れの

画付根、記成ら等

様れて面

の体拠生載さ

な計式てい的

基系と産

を労る画にいな整

本、

も事

な働も、つるい備

で働ての業

す体の労い

定策

はは更よ策の
も系

事適、事に定

、、はう
益処い法

前切受務つ方

体明

行定農理てが

にに

ので

べるの制確

うめ家
りい

もと担あな

きこ負

と
あ響、

で影方

の。に

変る同す

計るのなすの
よ

部業更必意る

画。事
つ告が集う

門に報要徴
る務討

新い手あ事検

は

る

採計と。をす

規て続

要

希変関町必

択画の市
あ

地をなにが

望更係村

おい

。更てな
区行ど依

はこ耕

に、、

務りが

業

は

業務門

事業部

、の地
に事

内切工

区適、

地を

る

村検償があ

の行の

容

と

農組率ると

、討還あ

に

、を算とも

協織のこ

個

業くなら、

農つ定か

良、に設別

改りど、

一 普そよ置農

三

セ場経れの

及のりさ家

（
三 ンで営て経

七

、改、がに
タ、見い営

い

でど事善特なつ

のな

画定って

、の業計にか

益善画」めたは

受改計
どれ事

農方のなら。、
の

のを般をた業

家向一
す画めの調

意示計定も
こな計

をとにるが査

向

段

まもいとい画

踏とお

与員

りを職

えにてとこ

に場の

切る修

適え研

、

ど

すあな

理が実

処合充
かい

ととつ

ここに

るる

のっが頼る

、検
らて

。

場

整い確る

調て明す。

、いは

業がな合

作るで

方

わにと地

追法こ、

に

く、治

、づら自

れ基か

改

が画扱の

携計取法

連
、

定た計

確う設
十変基

、、

雑は算

複に積

やめ
な部指

度地場

高耕現

で

く

を調多

容とに

内門導

む計の

含査

）

、域しい標

ー地通な目

業意明のな

農のをもと

員をかあ重

委向らがる

工れかに

、、、さと階

事

農い、い

業事営てらお

農、

施種計る営て

実の

にる
期す
適討

後類画。

分更準正

切が
適要

、必 確を

は続明旨

と手を趣

な助すま

え補に踏

言と 費

効門を

業部間

事画時
、

測連し

ののや

果と



定部測
ウ

行とを済取 を門定経区

っ果係い わの誤効諸扱

け携ての数 な連

北 海

イ

か。、業

画ととるく事

なからまほ計

案事にし

記計るし、たと画

に業
載画が、申、んの

道 公 報

事

具る法にこ概

け方定

業に業

体経及必の事要

な定の記の

的済び要測

果定諸は施載適

な効算

測

号外第

家

題ア

問
点経討れ

負

る定担 」 る 》済土す測
果 果改たの／ ） 効 効地

を の良め基農 、

測事、本家

号

４

要事

平な営業

成も農の
十の検評
三で討価
年あ組制
九

定

れがい測分の る織度

ば十る

年 らにのお毎 な分もに
実て済度 な行やい適経
果庁 がれ質、効本 いわ
いなの切のか 、て的次
お定通 記な測と測ら 上

を のことりに知 ２い定
とな適必さ

ど変

要れ

済者にが更

し案、経請

つの効がつ支に

なにそ

し

れい報果測い庁際

け

も員て

ばて告の定て職

定る、にも

な、書測す
有よ、

ら専に
載、の資っ上

な門記は

こ術し極段格て記

い技

へわ、

と者なめ階者行

。にけてで

、行し否

調れ複はのれ

の数次申な決

定の表係

法定様にの請け定

方測

ば、

は方式つとにれ後

り立な支

、法のいお先

定」各ちら庁

農に制て

水いにに種、な長

林つ

こ事

産てつ従の申いが

続者と業

省」いい手請

」定のが。計

が、て算

技
所 受 予

術経及す中計画

は前な得 益 測 定業事的

負 、 適、評考＜ 者 し が
切最価え担

のしは金」 全 で少と方

と の い費て、が） て な
で経備業さ 効 用、整農

れ営て が 最済さ経れ 用
てる の果た上い 全 大効

の。 効の施か

月このに

十と設つ

四か置い

日

確
定明

策を
、針

ら方て

方

金

をす
法に

曜

確よ
明る

日

てをなる でなっ切

にう

、 摘かい欠欠諸が 指ど
、い事数通 しらなく係

くび時 と次も例及知 た
りウなあ各期 おののが

、かどっ種が
の

もあ。単月 事 耕らがた

らたに遅 部明っ価と 地

調て及
とか。例つい 門

なで支査いび

査ば雑、

を

の嘱。の

委ら、庁委る
段

しい度技が各

嘱な高
と専的わ階

、こな術行
言てお

告。門助れに

報

もるて

を知のいい

書的
には経

出をとの、

提識

で画案

て要行僅済

し必

助効こ行のを

的済びる
れ要成

言果土とわ概作

測改なるをす

との地と

成こ

て定良るこ作る

し
お業にすと

定に事。と
るこな

たけになるに

め
るお
効るにが

土年け。とる

額済るそ

改果経な、

地

を定の負 費 果測設ら

良

げ行用能 を 上を耐担 用

るこ数の ぐ

得う年力 つ

どと間界 う

かと期限 な

かれに超 と

うさ内を こ

投て発え

資い生な

妥。るこ 果

のるすい 効

検必
うる

よす
る討

す検
要。
必る
るあ
すが
討要

てえ 調ないう 。
る
あ
が

、
画に、 計うは、 査よ れし果

もとわか効
の
量

いな測

うるてかの

らす

ここ

の果、事

事等効がの

被

定測の計

に算のそ業

業
お

性見費

当とと ／

現取
の

を込用

い
扱
取

検ま≧農

単防況

干と害なし害現

のい位止・

害な統いて

被ににる面量計

、る計

の

害害基、も積を画

水

た画い

、防づ被の当計

防あり作ず

冷止き害が

は定止っ被付れ

害量算

止
防
害

等

効収てほ

のて均部単し

画収果をい場

うい計単

のも変をがもる整

ちる

に事

最の更用発との備

し推、業

低が時い生に

おこて定こ等

のあにる

収たいといすうに

単っ

収
単い
況扱

も異算

いいと最積るで

変の常定

なかてな近の
か動が気す

いん、る５
物年をあ象る

もが単作
面別の考っ年こ

のい位
水積現平慮たがと

が排

っ事当況均せ。あと

あ
た業た単単ずるさ

生格い

更も画指て価し

誤産をこ

計の酪で示、
十っ物もと

画が農定が
る分たのとか

にあ等め
事諸で係単にら

おっの
。業係な数価算、

いた

画

、に数かをは定計

て
っ

単回
割おをっ用、す

定い
成 改て

価平
平
に 用、

度 適が
年 のる

量た害面か

け 日成
お 月

農るを。防積小

の、す

当い

害業こ過止相さ

被

とのの分作

防共と去量

面

効組さ被算に付

止済

量は正積

果合れ害定修

算どい実、しで

をなて

況こす

定のる績現、除

作のこ

す被がに

際関十を付修と

る害、

たけ

の。てをるるしお

本合と取る

年は基場こ

業

異計とにと扱農

を、

、れを生

常画しはさい

象更事効て行産

気変、

るて上

年時業果いっ向

か進生がい効

と点の発

いの

てら展直、な果

し

よ５部も算

除過に前一

。等り収収に場れ
外去

各にい

に収はを、合て

の年い年はる

お量、用

そ、

る増毎る単、が

け

作とをの確

農加のこ収

を

生を付と単年認

業額

れ平除し

産算面さ純を

上すのて均外な

向定積

てたま

効る変いししい

用たい原る時

果際動る

なていた算則こに

高い

とい

平はるめ定とと用

ててさた

成、こ、しし

北と成

て価

年海と牛い最れ単

も５いが

度道さ、る近

て牛のかる、

単酪れ若

に肉いなが年が実

価農

物価

よ用るどあの、勢

た年価格

り牛がのっ各

算生、保

る も

に
単 れ月

賃 さ１
労 示年

な町
は い市

価 て
い村

。と 一の 円 四協 と （議 前 三を 年 八

積防さ

の係分乗面正と

料根てで止れ

基資なじ

をい

数や拠算の量て

礎

りか効の定
値被が定被

お

、か、年果がに

し５

平発っい

算年既のがあ

し平一均生たて

定のに

、

ののをが算最ま

。、

作し５６

算基考、定近

に数し付てかか

定礎慮

ののを

お値た面い年年

庁率農変反

定産本有。

し

て代かに家動映

し近

い取激て

い化らつ受が

開 度

る計の

）始 を
し
下変

た 円
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平 ろ

成 経、も々が

十 済次作のの明

三 効の物で農ら

年 果よの、家か

九 のう作営のに

北 海

送取通取

輸の交の

費査

人扱量扱

道 公 報

車い

扱送扱

取輸取

のの

い

号外第

率効

収い塵

増扱防

取

号

月 測な付農積さ

十 定事計計みれ

四 の例画画上て

日

、基とな

際がはにげい
る。

目っ農づすい

にあ
と。生、の

標た業き

金

た向益、

し産受か

曜

果効区準

効上地標

日

際が

件い調い

内果全的

農以、に明

産員も業に

え道外道もら

農物は加
実２整の路、か

道の、
送際人備一で同に

整輸
事経にと事般の様さ

備

て

業費はし業交交のれ
査い

に節運てに通通調
調がな

お減転算おの量
費査必い

け額手定け経
生がを要も

るを１しる

効産よさた

種

農算人て

の際果農物りせ。

塵る

輸搬い

発にと道の運て

増て備送用る

生、し整

ラ、

軽収算事経トが

を

しに節ッ根

減効定業費

と

るとてお減ク拠

す果

るを大な

こすいけ額が

にきも農算型る

とべる

にるの農

定際あも

の果

地お、のが道

量止畑に

もの帯い標にあ整

を量
とまて準、っ備

。業

にま牧、増計た事

き率樹に

推に草暗収画

すて総ょを立お

定し）

い点る

るい合排用時け

も備のての農

こる整水

と

害時て

が被更れ

る変さ
効

正止直部

修防点一

、
把でが

なのま果

し量前
し

まはも現

ま握の発

い

おと代

容に体な 算、の

家

業るて農

事けし表

と

生る例

施物めの

実作定
と

実効とも

の産こを

後

算れし

とのさに

績果と

の

較基い定

比定てて

を

あが

業定でい活ど行で
こるあ

経すある環のう
度とがっ

営るるも境程
備節と、た

向際との整

あ効減さ調。

上に推が

車さっ果でれ査

効、測

年

の両れたのきての

果

かり月

算のる。算るお

行ににを、日

定運の定

画調

おに、お算計や

に

の業定化資

い必運い定

が

っこが経すす料

よと

向際と整

てろあ営るる

ず誤た上にし備

生をっ

農、れ

るっ。効、てさ
い

物防の家節て

作て果

に定ら額な

生塵算か減
聞大も

効よにのをい

産
業

を品いき幅の

果るお

害るで生

との事湿い率

れあに防があ産

さが業

上

てっお止、る向

いたけに計
変を果

る。るよ画％効
算

、業増更用の

が農る
産効点て定

当生収時い
率定お

計向果の算に

初
て

の効算はしい

画上を

変握る

し画把い

定計を
は

る時、合

い更し場

て
い防当

のお害、

もに被
画

っは施計

あて止初

が
則供被

。原がの

た、設

、の

たとがる

し礎るめ

こる個か

とな

は継事の意経か

善と

改
》効、

中続業か見済ら

の見拡曖果専

止、をが

る更位

て要転てす変査

人手農際の置

、な助、

農

採一のなる直

イウ

生

かて林

択度再かいのし

か、い水

後も評、の

あ

算質て取にが

６本価

上生に加っ

定向、り増

す

５実

ア
事

すか

も業農年再年施し

価経るし

のの林度評を

てて

が再水か

被果定
るでる砂

害のす％い、

防算

農のと牛

定同っどこる

用。道程に乳

営基利た

始止

し開防

と用害

農礎 で

こがのん

るる込

、
て

技

方直大昧の門

の、に

、るな定術

針しすに測

て、の

決休場っは者

を

査

す、もい事調

定止合
止め。の報

る廃含る業

分全済に

とにて経告

こ
さ見妥た

さ類て的当

と

、とな産
てれ直当っ

れ

いい省

年格の事
点コ環う。に

度的視業

い

上再とス境６お

以な

縮のがて

経評しト上点

しを、減配示は

過価て
の慮さ、
評

かけ事取なれ再

、受

み事い価

つず業組どて

平完順は業るの

、には

過こ、
成了調十推が結

、対しと再

あ評産らの

たがが象たと評

っ価省

て制

。十、開地時し価

公はでい度

分公発区点

導

な事共、未るを

で共
業林工入

い業事農着。

区産はて

再地水又し

の
評が続も

価別省継間

評

る送

作とは整度な輸

を

と事減が車

業なほ備節

ト

共もん業で、の

のる

おる家ン

同のどにき農

用あんけか戸数

利で進

確

計るでるを数を

画がお農算
すのし

は、ら業定戸認

業、営る地た

、事ず経

見い
業完作向際区と

農

、完んい

め業込な

た事
了でな

か目

町にな、

市後いど

業るたと

農けっ標

村お
メと

営付、績

経作り実

、し性て

盤績ロが

基実

業し判、

る事とをは

い
画おす資

、計て断有

が
変、上者

にのりる格

道
が業極よ

け更事でに

お
る

一 評必をめる

五

結な大重観

価要拡て客

（
三 果もす要的

九

に分進、果
ののるなな

す

の済事

年る進か上経、

課効業

度と捗、

でうて当題果の

まいし

なつ続

に地い初はに継

がか定いい、

事区る予

は小

を生、しかて縮

業

た、
、そ

完じ
こ業業事再の

了る事事

価の

るとのの業評他

す

実価定中な
地と経必達

す施たあこ

施実めでい

こ領件事も

る要要ると

をを該実り

と」に業あ

けめす地平

受定当施、

て、る区成

、再もに

に価とい度

道評のつ年

業上ににこ

おをしてに

、

営後も効、おろ

経了

の送て計

向の個果輸い

効績の算車、画

上実々

大画標

果を農定の計目

認単お型樹よ

に確家に

時、

けし位い化立り

お

行、節点大

るたにてが
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